
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
の
皆
様
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
と
し
て
敬

老
の
日
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
北
六
甲
台
分
区
と
し
て
、
地
域

の
各
種
団
体
な
ら
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
も
と
、
高
齢
者
の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
の

意
を
こ
め
地
域
を
あ
げ
て
、
手
づ
く
り
の
「
敬
老
の

つ
ど
い
」
を
九
月
十
四
日
に
北
六
甲
台
小
学
校
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

白
井
さ
ん
の
司
会
で
三
演
目
が
進
行
し
ま
し

た
。

【
北
六
甲
台
小
学
校
四
年
生
】
児
童
に
よ
る
素
敵
な

リ
コ
ー
ダ
ー
奏
。

【
Ｊ
Ｍ
Ａ
と
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団『
希
望
』
】
北
六

甲
台
在
住
の
高
井
氏
が
主
宰
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
選
抜
メ

ン
バ
ー
四
人
に
よ
る
世
界
の
名
曲
と
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
『
希
望
』
に
よ
る
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
一
部
紹
介
等
。

【
お
楽
し
み
抽
選
会
】
東
北
支
援
物
産
品
等
を
準
備

し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
の
み
な
ら
ず
地
域
の
方
々
に
も
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
お
集
ま
り
頂
い
た
高
齢
者
の
皆
様
な

ら
び
に
、
関
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
参
加
者
は
百
数
十
名
で
し
た
が
、
さ

ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
願
い
た
く
、
宿
題
を

第

八

回

敬

老

の

つ

ど

い

第７１号
平成２５年１０月２６日

西宮市社会福祉協議会

山口支部北六甲台分区

分

区

長

生

田

收

ご

協

力

に

感

謝

去
る
八
月
二
十
八
日
、
今
年
度
第
一
回
福
祉

講
座
「
悪
徳
商
法
に
ご
用
心
」
の
テ
ー
マ
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
朝
晩
は
し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
た

も
の
の
、
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
中
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
西
宮
市
消
費
生
活
専
門
家
会
議
の

講
師
･
荒
井
京
子
氏
を
お
迎
え
し
、
ま
だ
ま
だ
減

ら
な
い
悪
質
な
詐
欺
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

「
悪
質
業
者
に
強
く
な
る
講
座
・
古
典
的
手
口

か
ら
振
り
込
め
詐
欺
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

詐
欺
の
多
様
化
と
し
て
次
の
よ
う
な
被
害
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
は
、
①
～
④
の
認
知
件
数
は
、
六
三
四

八
件
、
被
害
額
約
一
五
三
億
七
千
万
円
あ
り
、
振
り
込
め
詐

欺
以
外
で
も
金
融
商
品
取
引
を
含
め
、
二
三
四
五
件
、
約
二

〇
四
億
円
。
ま
た
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
の
相
談
が
二
〇
一

一
年
度
の
相
談
第
一
位
だ
そ
う
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
機
器
す
べ
て
に
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

次
に
以
下
の
よ
う
な
事
例
の
紹
介
も
あ
り
、
出
席
者
の
中

か
ら
「
エ
ッ
、
ウ
ソ
～
ッ
」
と
い
っ
た
声
も
。

①
代
わ
り
に
買
え
ば
数
倍
に
し
て
返
す
？
社
債
勧
誘
に
注

意
！

②
高
齢
者
も
被
害
。
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
お
金
あ
げ
る
は
ウ

ソ③
海
外
か
ら
届
く
「
当
選
金
獲
得
」
に
は
手
を
出
さ
な
い
！

④
元
本
保
証
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
！
投
資
信
託
の
ト
ラ
ブ

ル⑤
思
わ
ぬ
高
額
請
求
！
移
動
販
売
の
物
干
し
竿
購
入
ト
ラ
ブ

ル⑥
金
の
購
入
契
約
、
受
取
り
は
二
十
五
年
後
！
？

⑦
健
康
食
品
、
注
文
し
て
い
な
い
の
に
損
害
賠
償
請
求
さ
れ

た
こ
の
よ
う
な
犯
罪
は
捕
ま
っ
て
も
、
刑
罰
が
軽
い
の
で
な

研修部 中野 陽子

甘い言葉やおいしい話には罠がある

盗まれてたまるか、我が財産！！

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

被
害
者
層
は
六
〇
歳
代
以

上
が
全
体
の
約
九
〇
％

②
架
空
請
求
詐
欺

被
害
者
層
は
四
〇
歳
代
以

下
が
全
体
の
約
七
〇
％
以

上③
融
資
保
証
詐
欺

被
害
者
層
は
年
齢
関
係
な

く
男
性
が
全
体
の
約
七

五
％
以
上

④
還
付
金
等
詐
欺

被
害
者
層
は
六
〇
歳
代
以

上
が
全
体
の
約
九
〇
％

地
域
の
あ
ん
し
ん
づ
く
り
、

「
あ
ん
し
ん
キ
ッ
ト
の
」
普
及
を

通
っ
て
い
る
病
院
・
緊
急
連
絡
先
等
々
の
情
報
を

専
用
の
容
器
に
入
れ
、
各
家
庭
の
冷
蔵
庫
に
保
管
す

る
も
の
で
す
。

高
齢
化
が
進
む
社
会
で
す
が
、
地
域
の
あ
ん
し
ん

づ
く
り
事
業
等
の
一
環
と
し
て
「
あ
ん
し
ん
キ
ッ
ト
」

の
普
及
に
分
区
と
し
て
努
め
て
い
ま
す
。

人
生
経
験
豊
か
な
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過

ご
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
お
互
い
が
、

支
え
あ
っ
て
過
ご
せ
る
地
域
福
祉
活
動
の
輪
を
広
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

当
分
区
で
は
、
敬
老
の

つ
ど
い
だ
け
で
な
く
、
福

祉
講
座
を
始
め
と
し
て
ふ

れ
あ
い
喫
茶
等
の
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
分
区
活

動
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
層
の
ご
支
援
と
多
く
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ん
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康

で
豊
か
に
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
、
訪
問
、
買
っ
て
も

い
な
い
請
求
書
等
の
心
配
な
場
合

は
、
西
宮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
七
九
八

❘
六
九

❘
三
一
五
七

（
ア
ク
タ
西
宮
西
館
五
階
）
ま
た

は
警
察
に
お
電
話
し
て
み
て
下
さ

い
。う

ま
い
話
に
は
落
と
し
穴
が
あ

る
。
皆
さ
ん
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

赤い羽根共同募金の報告

45,641円
の募金を頂きました



北六甲台の皆様、こんにちは。市民ミュージカル劇団「希望」です。敬老のつど

いでは楽しいひとときを皆様と一緒に過ごさせていただき、ありがとうございました。

「希望」は来年夏の「有間皇子物語」の初演に向けて、団員一同歌にダンスにそ

してお芝居にと稽古に励んでおります。先日はその中から、三曲をお披露目いた

しました。中でも「喜びのまち（山口の里）」は、劇中歌ですが、それと同時にこの山

口の里を讃えるご当地ソングとして、町のあちこちで口ずさんで頂けるといいなと思

います。「♪さすが、やまぐち、そうや、やまぐち♪」親しみやすい歌詞とメロディな

ので、歌ってくださいね。そして「有間皇子物語」をぜひ、ご家族やお友達とお誘

いあわせの上、ご覧ください。

私たち「希望」は今年でやっと満２歳、まだまだよちよち歩きの「希望」です。地域

のお役に立てる劇団に育つには、これからも皆様のお力添えが必要です。優しい

声かけはもちろん、厳しいお言葉、叱咤激励も大歓迎です。応援をよろしくお願い

します。最後になりましたが、このような機会を与えてくださったことに感謝しつつ、

皆様のご健康とますますのご発展をお祈り致します。

４年生１００名は「敬老のつどい」に向けて、１学期から音楽の授業で「ゆかいに歩

けば」とリコーダー奏「オーラリー」に取り組んできました。子どもたちは、地域のおじ

いちゃんやおばあちゃんのために頑張って素敵な演奏を聞かせたいと、毎朝練習

を重ねてきました。当日は緊張しながらもステージの上で堂々と胸を張っている姿を

見て、大きく成長したことを感じることができました。

９月１４日に「敬老のつどい」に参加した子どもたちに、参加した理由を尋ねると、

「いつも地域のおじいちゃんやおばあちゃんに登下校中『あぶないよ』などとやさし

く声を掛けて見守って頂いてるから」や、「お家にいるおじいちゃんやおばあちゃん

が一生懸命働いているので、そのお礼の気持ちをこめて頑張りたいから」と答えてく

れました。

「敬老のつどい」を終えて、最初はふるえるくらい緊張して少し間違えてしまったけ

れど、たくさんのおじいちゃんやおばあちゃんが笑顔で拍手を送ってくれて、楽しく

歌ったり演奏できたことや、おじいちゃんやおばちゃんの笑顔に、こちらまで笑顔に

なり、毎日練習してきてよかったなどと話してくれました。

子どもたち自身も自分たちの頑張りが伝わったり、笑顔をもらったりと、とても貴重

な経験をすることができたようです。

市民ミュージカル劇団『希望』劇団員

出演者の感想

合奏と合唱
子供たちの貴重な経験

北六甲台小学校４年担当教諭

出演者の感想

ミュージカル

ショー

ミュージカル有間皇子物語の劇中歌

「喜びのまち（山口の里）」のお披露目

敬
⽼
の
つ
ど
い

民生委員さんの高齢者訪問で安心キットのご利用案内をしております

が、よくあるご質問についてお知らせします。

・安心キットのご利用は「無料」です。

・社協会員か否かに関わらずご利用いただけます。

・10月中の申込みをメドにしていますが、それ以降もボランティアセ

ンター（ 078-904-4576）に問合せ頂ければ、申込みのご案内を致

します。

・個人医療情報は救急隊員と医師だけが見ることができるものです。

お楽しみ抽選会・スナップ 安心キットご利用のＱ＆Ａ


